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グループホームやまと 令和６年度 第６回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和７年３月 1１日（火） 

開催場所 グループホームやまと 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族  0 名 地域包括支援センター  １名 

地域住民の代表  2 名 認知症の人と家族の会代

表 

 １名 

米子市役所 ０名 ご利用者 ０名 

事業所 

出席者 

施設長 介護課長  

グループホーム管理者 ユニットリーダー 

欠席者 ご利用者 利用者の家族 米子市役所 

 

１．利用状況報告について               令和７年２月２８日 現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（２名） 女性（1６名） 

要介護１（４名） 要介護２（９名） 要介護３（４名） 

要介護４（0 名） 要介護５（１名）平均要介護度（2.１５） 

年齢（平均 8８.８歳）（最若７６歳）（最高１０１歳） 

大山ユニット～要介護１（２名） 要介護２（５名） 要介護３（２名）要介護４（０名）  

要介護５（０名） 平均要介護度（2.0） 

和みユニット～要介護１（２名） 要介護２（4 名） 要介護３（２名）要介護４（０名） 

要介護５（１名） 平均要介護度（２.3） 

 

２．事故ヒヤリ報告と対応 ：◆R7.1.1～Ｒ7.2.28 

内  容 件数 状     況 

転倒 

 

 

 

 

 

ずり落ち 

 

 

 

 

 

 

 

変色 

 

２件 

 

 

 

 

 

２件 

 

 

 

 

 

 

 

１件 

 

・食堂で転倒。外傷等なし。ご本人「椅子の足に引っかかった」と話され

る。下肢筋力の低下や難聴があり、急な行動をとられると転倒リスクある

為、声かけをしたら立ち上がりや歩行状態の確認をしていく。 

・居室で転んだと話される。対策として、こまめな巡視やナースコール使

用の声かけを行っていく。 

 

・夜間帯、居室で物音あり、「滑って落ちた」と話される。外傷等なし。

コールを押していただくよう声かけするとともに、適宜巡視を行ってい

る。 

・玄関内廊下のソファーが動く音あり、確認すると、ソファーの肘置きを

背にして手すりを持ち、身体を支えている。職員が身体を支え、車椅子に

座っていただく。ご本人「ズボンを上げようとしたら車椅子からずり落ち

た」と話される。外傷等なし。 

 

右眼下付近に約５㎝の変色あり。対策として、ベッド柵の保護、居室環境

の確認、臥床時１時間に１回の巡視を実施している。 
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ヒヤリハッ

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ご利用者から「ちょっと」と職員に話しかけられ、見ると車椅子からお

尻がずれて落ちかけていた。 

・食堂自席座位時、立ち上がってテーブルを持ち上げられる。 

・脱衣室から浴室に移動する際、車いすに乗ったままご本人が勢いよく足

を踏み出し、前方にあったシャワーチェアに膝をぶつける。外傷等なし。 

・下義歯がベッド上に置いてあった。 

・居室内歩かれているが、前後に大きくふらつきあり。左足は靴を履かれ

ていない。 

・食後の服薬時、ご本人の手掌に職員が錠剤を乗せたが、ご自分で口に入

れる際に手から落ちた。 

・歩行器を使用せずに居室から食堂へ出て来られる。 

・車椅子使用の方、トイレから自席まで自走されていたが食堂内の手すり

に掴まって立ち上がり、ずり落ちそうになっていた。 

 

３．活動の状況 （Ｒ7.1.１～Ｒ7.2.28） 

月 日 内   容 状  況 

１月１３日 

1 月１７日 

２月６日 

 

 

誕生者 

和みユニット新年会 

大山ユニット新年会 

節分行事 

音楽療法（1/2２、2/２１） 

 

３名 

和みユニットご利用者 

大山ユニットご利用者 

大山・和みユニットご利用者 

大山・和みユニットご利用者 

 

(定 期) オレンジカフェ 1/１６  2/２０ 

 散髪  １/２７ ２/１８  

 

４．研修等（職員）の状況（Ｒ7.1.１～Ｒ7.2.28） 

月 日 内   容 備   考 

11・12 月 

1/２３ 

２月 

２月 

栄養ケア研修 

夜間想定避難訓練 

身体拘束・虐待防止研修（オンライン） 

コンプライアンス研修（オンライン） 

 

全職員対象 

５名 

全職員対象 

全職員対象 

 

５，その他 

  


